線 を ひいて みると、 ちょうど 空地の 東北の 隅に 落ちる 

だろう？ 君 はも はや、 その 箇所に ある 井戸 を 見つめ 

ている。 いや、 井戸の 水 を 吸上啣 筒で 汲み だしてい る 

若い 女 を 見つめて いる。 それでよ いの だ。 はじめから 

僕 は、 あの 女 を 君に 見せたかった ので ある。 

まつ 白い エプロン を 掛けて いる。 あれ は マダム だ。 

水 を 汲みお わって、 バケツ を 右の 手に 持って、 そうし 

て よろよろと 歩き だす。 どの 家へ はいるだろう。 空地 

もうそうち く 

の 東側に は、 ふとい 孟宗 竹が 一 一 三十 本 むらが つ て 生え 

ている。 見て いたまえ。 女 は、 あの 孟宗 竹の あいだ を 

くぐって、 それから、 ふっと 姿 を かき 消す。 それ。 fK 



三 間 ある。 間取り もよ いし、 日当り も わるくな いの だ _ 

十三 坪の ひろさの 裏庭が ついていて、 あの 二 本の 紅梅 

さるす ベ り 

が 植えられて ある ほかに、 かなりの 大きさの 百日紅 も 

きりし ま つつじ 

あれば、 霧 島 躑躅が 五 株 ほど も ある。 昨年の 夏に は、 

なんてん しょ く 

玄関の 傍に 南天 燭を 植えて やった。 それで 屋賃が 十 

八 円で ある。 高す ぎる と は 思わぬ。 二十 四 五 円く らい 

貰いたい ので あるが、 駅から 少し 遠い ゆえ、 そう もな 

るまい。 高す ぎる と は 思わぬ。 それでも 一年、 ためて 

いる。 あの 家の 屋賃 は、 もともと、 そっくり 僕のお 小 

使いになる 害な ので あるが、 おかげで、 この 一年間と 

いう もの、 僕 は 様様の つきあいに 肩身の せまい 思い を 



を 持ち だすの は、 これ は 将棋の ひとり 天狗の よくやり 

たがる 作法で ある。 それで はまず、 ぎゅっと 言わせて 

やろう。 僕 も 微笑みながら、 だまって 駒 をなら ベた。 

青 扇の 棋風 は 不思議であった。 ひどく 早い ので ある。 

こちら も それに 釣られて 早く 指すならば、 いつの 間に 

やら 王将 を とられて いる。 そんな 棋風であった。 ^わ 

ば 奇襲で ある。 僕 は幾番 となく 負けて、 そのうち にだ 

ん だん 熱狂し はじめた ようで あ つ た。 部屋が 少しう す 

ぐらくな つたので、 縁側に 出て 指しつ づけた。 結局 は、 

十 対 六く らいで 僕の 負けに なった ので あるが、 僕 も 青 

扇 もぐ つたり してし ま つ た。 



を 不具に する ほどの 難儀 をして いたの だそう である。 

いま 僕 は、 こうして 青 扇と 対座して 話 合って みるに、 

こっかく ひとみ 

その 骨骼と いい、 頭 恰好と いい、 瞳の いろと いい、 そ 

れ から 音声の 調子と いい、 まったく ロンブ 口 ォゾォ や 

ショ オペ ン ハウェルの 規定して いる 天才の 特徴と 酷 i 

している ので ある。 たしかに、 その ときにはそう 思わ 

そうはくそう さく たんくい くび せリふ 

れた。 蒼白 痩 削。 短軀 猪首。 台詞が かった 鼻音 声。 

酒が 相当に まわって 来た ころ、 僕 は 青 扇に たずねた 

ので ある。 

「あなた は、 さっき 職業がない ような こと をお つ 

しゃった けれど、 それで は 何 か 研究で もして おられる 



莫迦 かどちら かであろう。 とにかく 話に ならない と 

思った の だ。 けれど 僕 は、 マダムが 青 扇 を かなり 愛し 

て いるら しいと いう こと だけ は 知り 得た つもりで あつ 

t こそ がれ もや 

た。 黄昏の 靄に ぼかされて 行く 庭 を 眺めながら、 僕 は 

わずかの 妥協 を マダムに 暗示して やった。 

「木 下さん は あれで やはり 何 か 考えて いるので しょう。 

それなら、 ほんとの 休息なん てない わけです ね。 なま 

けて はいない のです。 風呂に はいって いると きで も、 

爪 を 切つ ている ときで も ご 

「まあ。 だからいた わって やれと おっしゃる の？」 

僕に は、 それが 相当む きな 調子に 聞え たので、 いく 



「もうお やすみです かご 

「え。 いいえ。 かまいません。 一日 いっぱい 寝て いる 

のです。 ほんとうに。 こうして 寝て いると いちばん 金 

がかから な い も のです から。 」 そんな， J と を 言 い 言 い 、 

どうやら 部屋 を かたづけて しま つ たらしく、 走る よう 

にして 玄関へ 出て 来た。 「どうも、 しばらくで すご 

僕の 顔 をろ くろく 見 もせず、 すぐう つむいて しまつ 

た。 

「屋賃 は 当分 だめです よご だしぬけに 言った ので ある。 

さす か 

僕 は 流石に むっとした。 わざと 返事 をし なかった。 

しよ-つじ 

「マダムが 逃げました ご 玄関の 障子に よりそつ てし 



ので ある。 青 扇が ほんとうに いま 芽が 出か かってい る 

も の とすれば、 屋賃な どの ことで 彼の 心持ち をに ごら 

すの は、 いけない こと だ。 これ は、 いますこし そっと 

して 置いた ほうがよ い。 彼の 出世 をた のしもう。 僕 は、 

そのと きふと 口 を つ い て 出た He is not what tie 

という 言葉 をた い へ ん よろこばしく 感じた ので ある。 

僕が 中学校に はいって いたと き、 この 文句 を 英文法の 

教科書の なかに 見つけて 心 を さわがせ、 そして この 文 

句 はまた、 僕が 中学 五 年間 を 通じて 受けた 教育のう ち 

でい まだに 忘れられぬ 唯一 の 智識な ので あるが、 訪れ 

るた び ごとに 问か 驚異と 感概を あらたに して くれる 青 



「や あ。 薄茶で ございま すよ。 茶 をた てて いるので す。 

こんなに 暑い ときには、 これに 限る のです よ。 一 杯い 

ゝ 、， ゝ， ■ 

力 力 „>-」 

僕 は 青 扇 の 言葉 づ かいが どこ やら 変って いるのに 気 

がつ いた。 けれども、 それ をい ぶかし がって いる 場合 

ではなかった。 僕 は その 茶 をのまなければ ならな かつ 

たので ある。 青 扇 は 茶碗 を むりやりに 僕に 持たせて、 

べんけいごうし こいき 

それから 傍に 脱ぎ捨てて あ つ た 弁慶格子の 小粋な ゆか 

た を 坐った ままで 素早く 着込んだ。 僕 は 縁側に 腰 をお 

ろし、 しかたなく 茶 をす すった。 のんで みると、 ほど 

よい 苦味が あって、 なるほどお いしかった ので ある。 



の 心に いままで 絶えず 働き かけ その 行い を 掣肘 して 

来たので は あるまい か。 青 扇の いままで のど こやら 常 

人と 異 つたよう な 態度 は、 すべて 僕が 彼に なにげなく 

言って やった 言葉の 期待 を 裏切らせまい としての もの 

のように も 思われた。 この 男 は、 意識し ないで 僕に 

甘つ たれ、 僕の たいこもち を 勤めて いたので はないだ 

) ) ^ o 

ろう 力 

「あなた も 子供で はない の だから、 莫迦な こと はよ い 

加減に よさない か。 僕 だって、 この 家 をた だ 遊ばせて 

置いて あるの じ やない よ。 地代 だって 先月から また 少 

しゅうぜん 

しあがつ たし、 それに 税金 やら 保険料 やら 修繕費 用 



何 かお 仕事で も はじめて いません か？」 

「もう、 骨の ずい からの 怠け ものです ご きっぱり 答え 

た。 

「どうしたの でしよう。 失礼です が、 いくつな のです 

か？ 四十 二 歳 だと か 言って いました がご 

「さあ ご こんど は 笑わなかった ので ある。 「まだ 三十 

まえ じ やない かしら。 うんと 若い ので ございます のよ- 

いつも 変り ますので、 はっきり は 私に も わかりません 

のです の ご 

「どうす るつ もり かな。 勉強なん かしてい ないようで 

すね。 あれで 本で も 読む のです か？」 
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